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１． 第 50 回大会報告（リモート開催） 

1.1. 概要 

日程：2021 年 10 月 8 日（金）～10 月 9 日(土) 

大会 1 日目：10 月 8 日（金） 

理事会、一般報告会、総会 

大会 2 日目：10 月 9 日（土） 

   シンポジウム 新水産政策下における TAC 制度の課題 ～北海道漁業を事例に～ 

1.2. 一般報告会（10 月 8 日） 

◎座長：佐々木貴文（北海道大学大学院） 

第 1 報告：中型イカ釣り漁業における船凍スルメイカの用途別の現状と課題（仮） 

刀禰 一幸（水産大学校） 

第 2 報告：北海道の水産加工業における在留資格「特定技能 1 号」の限界ー採用企業、被

採用者、技能実習生への調査結果からー 

孔 麗（北海道教育大学） 

◎座長：甫喜本 憲（水産大学校） 

第 3 報告：新資源管理政策下における魚価安定対策の意義と課題 

坂井眞樹・小松康人・向井義宣（公益財団法人水産物安定供給推進機構） 

麓 貴光・本間俊輔（株式会社水土舎） 

第 4 報告：新型コロナ禍での魚価安定対策の取組実態とその効果 

坂井眞樹・小松康人・向井義宣（公益財団法人水産物安定供給推進機構） 

麓 貴光・本間俊輔（株式会社水土舎） 

◎座長：宮澤 晴彦（元北海道大学大学） 

第５報告：電子入札の導入後における魚価の変動-岩手県大船渡魚市場の事例- 

藤井陽介（水産大学校） 

第 6 報告：新しい資源評価軸「神戸チャート」の意味 ―漁業経済学からの視点― 

東村玲子（福井県立大学） 

1.3. シンポジウム（10 月 9 日） 

テーマ：新水産政策下における TAC 制度の課題 ～北海道漁業を事例に～ 

解題：濱田 武士（北海学園大学） 

第 1 報告：水産改革と資源管理 

  晝間 信児（水産庁） 

第 2 報告：北海道スタイルを目指した沿岸漁業の資源管理 

  本間 靖敏（北海道漁業協同組合連合会） 

第３報告：北海道における沖合底びき網漁業の立場から 

  柳川 延之（北海道機船漁業協同組合連合会） 

第４報告：北海道における TAC 制度への今後の課題について 
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  石川 傑 （北海道庁） 

第５報告：道央日本海 ～オホーツク海海域のホッケの資源評価と管理について 

  板谷 和彦（北海道総合研究機構） 

コメント：上田 克之（水産北海道協会） 

 

２． 第 51 回札幌大会準備 

2.1. 概要 

日程：2022（令和 4）年 12 月 2 日（金）～12 月 3 日(土) 

開催：北海学園大学 

大会 1 日目：12 月 2 日（金） 

理事会、一般報告会、総会 

大会 2 日目：12 月 3 日（土）：会場：北海学園大学 7 号館 D30 番教室 

2.2. 一般報告会（12 月 2 日） 

◎座長 工藤貴史（東京海洋大学） 

第 1 報告：岩手県における定置網漁業の経営形態別特徴  

―A 村漁協の「漁協自営」と「共同経営」の比較― 

 太田倫太郎・佐々木貴文（北海道大学大学院水産科学院） 

第 2 報告：地域の中核漁業における存立条件と今日的課題 

－浜田地区の沖合底びき網漁業を事例として－ 

板倉信明・児玉 工・西村絵美・藤井陽介・刀禰一幸（水産大学校） 

第 3 報告：沖合いか釣り漁業の縮小期におけるスルメイカの消費・仕向先の変化 

刀禰一幸・佐々木貴文（水産大学校・北海道大学大学院） 

第 4 報告：北海道の水産加工企業の実態に即した特定技能 1 号制度改善への提案 

－その他の飲食料品製造企業調査結果からの示唆－ 

孔 麗（北海道教育大学） 

◎座長 三木奈都子（水研機構） 

第 5 報告：漁業者主体型直売所の特徴と漁家経営に及ぼす効果 －石狩市厚田地区の事例 

宮澤晴彦・吉村美香・大串伸吾 

（北海道大学・元北大水院・元北大農院） 

第 6 報告：栽培漁業関係機関における役割分担の変化と運営問題―山口県を事例として― 

児玉 工・西村絵美（水産大学校） 

第 7 報告：ウクライナ侵攻後におけるロシア漁業の政策動向 

ファベネックヤン海舟（海洋政策研究所） 

第 8 報告：漁業資源財の入った 2 国 3 財の貿易～漁業経済の分析に妥当な貿易の枠組みは何か 

小川 健(専修大学) 
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2.3. シンポジウム（12 月 3 日） 

テーマ：転換期を迎える北日本の定置網漁業 －新水産政策を現場から検証する－ 

解題：濱田武士（北海学園大学） 

第 1 報告：長谷成人（東京水産振興会理事） 

水産政策の改革と定置漁業 

第 2 報告：藤原孝行・荒木貴郎（岩手県庁水産振興課） 

岩手県の定置漁業と漁業権 

第 3 報告：五日市周三（岩手県定置漁業協会事務局長） 

岩手県の定置漁業から見た新水産政策とその対応 

第 4 報告：野田 勝彦（北海道庁漁業管理課） 

北海道の定置漁業と漁業権 

第 5 報告：中村正俊（南かやべ漁業協同組合専務）： 

南かやべの定置漁業から見た新水産政策とその対応 

第 6 報告：新谷哲也（網走漁業協同組合組合長）： 

網走合同定置から見た新水産政策とその対応 

 

第 1 コメンテータ：上田克之（水産北海道協会） 

第 2 コメンテータ：末永芳美（元東京海洋大学大学院教授） 

第 3 コメンテータ：廣吉勝治（北海道大学名誉教授） 

 

３． 会員動向 

 
  

49期末 入会 退会 50期末 備考

個人会員 109 4 3 110

学生等会員 7 － 4 3 退会4名のうち1名は個人会員に変更

団体会員 16 － － 16

合計 132 4 7 129
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４． 会計報告 

◇一般会計収支 

  ※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 

 

◇大会特別会計収支 

 ※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 

 

◇春季研究集会は開催せず 

 

◇財産目録 

※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 
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５． 編集委員会報告 

5－1. 編集体制 

委員長 ：甫喜本憲 

編集総務：大谷誠、副島久実、西村絵美、児玉工 

編集委員：宮澤晴彦、古林英一、三木奈都子、佐々木貴文 

5－2. 編集経過報告  

１）一般投稿論文 

今年度は論文 5 編が投稿された。うち昨年の学会報告を受けての報告論文は 2 編だった

が、審査の結果、1 編は次年度以降の再投稿となった。編集作業の経過は資料（別紙）

の通りである。 

編集の進捗は概ね良好で、8 月下旬には全ての編集作業が終了した。 

 

 

 

２）シンポジウム関連原稿 

今年度は解題、個別報告 5 編、コメント１編、および総合討論の構成となった。 

いずれも 8 月 31 日までに原稿が提出された。 
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5－3. 次号（第 51 号）の発行について 

１）すでにアナウンスされている通り、来年は漁業経済学会との統合年に当たる為、 

当学会誌の発行スケジュールについても前倒しを行う。そのため、今回の一般投稿論 

文の受付締切日は 2022 年 12 月 25 日までとする。提出先はこれまで同様、以下のメ 

ールアドレスである。 

  北日本漁業経済学会 編集委員会：kitanihon@fish-u.ac.jp 

２）今回の学会で一般報告される各発表者におかれては、積極的な論文投稿をお願い 

したい。またそれ以外の方からも積極的な論文投稿をお願いしたい。 

 

 

６． 次期予算案 

一般会計 

 ※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 

大会特別会計 

 ※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 

春季研究集会特別会計 

 ※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 
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７． （新）漁業経済学会の設立に向けて 

7－1. 会則・規定についての覚え書き 

   別紙：HP 内のアップロードしたファイルをご覧ください。 

 

7－2．資産・会員の移行についての覚え書き 

   別紙：※確認したい場合は事務局までご連絡ください。 

 

８． 会則改訂（第 21 条） 

 

現行： 

第二十一条 会費は左の通りとする。 

１ 個人会員は年額五、ＯＯＯ円（但し、学生等会員は三、〇〇〇円とする）。 

２ 団体会員の年会費は年額１口以上（ただし、１口を１万円とする）。 

                                                    

修正： 

第二十一条 会費は左の通りとする。 

１ 個人会員は年額三、ＯＯＯ円（但し、学生等会員は無料とする）。 

２ 団体会員の年会費は年額１口以上（ただし、１口を五、ＯＯＯ円とする）。 

 

以  上 

一九六八年八月二三日 制定 

一九七四年一二月一二日 一部改正 

一九七九年二月二四日 一部改正 

一九八〇年二月二九日 一部改正 

一九八五年二月一六日 一部改正 

一九九〇年一月一九日 一部改正 

一九九六年一月二五日 一部改正 

一九九八年十月二四日 一部改正 

二〇一六年九月二四日 一部改正 

二〇二二年一二月二日 一部改正 

 


